
◆特別企画◆ 10:00～12:15（受付 9：45～） 

『朝日のようにさわやかに   

ゲイ当事者が考える LGBTと学校教育」 

 

 

 

 

 

 

 ４月２７日（土）                ちえりあ（札幌市生涯学習センター）  

                                                札幌市西区宮の沢 1条 1丁目 1-10           

                                                （地下鉄宮の沢駅直結） 

 

    

  

 

 

全体会 13：20～１５：００ （受付 13:00） ●講演１３：３０～１５：００ 中研修室１  

 

１３：２０～１４：５０ 全体講演 “いま〈子ども理解〉をふまえるとは”                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆講座１５：１５～１６：４５（休憩を挟みます）   
講 座 名 内 容 講 師 予定会場 

１ 

子どもに「社会科好き」

って言われたい? 

子どもも教師も楽しい

社会科の授業 

「教科書だけじゃ楽しい授業ができない」「子どもたちを惹きつけ

られる教材を探したい」「けど時間がない」そんな毎日を乗り切り

ながら、この民教に支えられ教師を続けて12年。講座では誰でも

できるちょっとしたアイディアや授業作りの例を、ワークシートや

板書など使いながら一緒に楽しく学びましょう。 

首藤さやか 
（北海道歴史教育者協

議会・小学校教員） 

  

サークル

活動室１ 

２ 

何より、子どもたちの

幸せを願う〜日記指導  

を通して感性を磨き合

うこと 〜国語・作文 

幸福を感じ取ることや共感できる感性を育てることを日
記指導で。認め合える人間関係の基礎づくりです。 

鈴木哲実 

（北海道作文の会・

中学校教員） 

 

研修室 2 

３ 

トークセッション 

～子どもが集団の中で子

どもらしく生きるために 

一人一人の困り感をどのように理解し、 
どのように学級の子どもたちと一緒に指導していくかを
考えます。 

二通諭 （全国障害

者問題研究会）・ 

遠藤太郎 （北海道

生活指導研究会） 

 

中研修室1 

４ 
たのしい理科 

～授業づくりのコツ～ 

体験・経験を基礎とした授業、 豊かなイメージを生み出

す教材・授業をどうつくるか。よい発問・問題の条件とはど

のようなものか、授業をやりながら一緒に考えましょう。 

梅津徹郎 

（北海道文教大学・

科学教育協議会） 

 

研修室 3 

５ 
講座 算数 

～２年生 かけ算九九の指導 

子どもたちと１あたり量さがしからスタートし、かけ算の意
味とその構図（シェーマ）を視覚的にとらえさせる指導法
を紹介します。“数楽おもしろグッズ”の紹介も！ 

櫻庭喜美雄 

（数学教育協議会） 

 

研究室 4 

◆申し込み◆ （当日参加も可。遠慮せずにどうぞ。） 

主催者（道民教）へ、氏名・連絡先（メール or 住所）・

勤務先名を E-mail・FAXなどで連絡してください。 

事前申込み締め切りは、４月２5 日（木）です。 

■
資
料
代
■ 

1,200円 
※道民教・サークル 
会員・事前申し込み 

1000円 
※学生   500円 

■
と
こ
ろ
■ 

《講演・講座》１３：２０～１６：４５

～） 

主催：北海道民間教育研究団体連絡協議会（道民教）    

◆TEL 011-386-8111（内線 5003） 
電話対応可能時間帯は、月・金曜の 12 時～16 時 
★お急ぎの場合：090-9752-3655 

    ◆ E-mail：ittetu@alpha.ocn.ne.jp 
◆ FAX：011-374-3630 

  ｳｪﾌﾞｻｲﾄ：http://douminkyou.okoshi-yasu.com/ 

《特別企画》１０：００～１２：15 

教育の仕事は月日を経て花開く 
〜新学習指導要領の「育成すべき資質・能力」を深く超える実践へ 

講師 富田 充保 さん （相模女子大教授・元札幌学院大学教授・元道民教研究委員長） 
●専門：教育方法学、生活指導論、臨床教育学。子ども・若者の生活世界とそこに向き合うケアと教育的援助のあり方に関心をもち、研

究されています。●「実践記録による教育の再創造」（教科研『教育』2018 年１月号）、「剥奪・排除としての貧困に抗する子ども・家族支

援の課題」（日本臨床教育学会『臨床教育学研究 第７巻』2019年 3 月）、「『居場所なく孤立した』子ども・若者の生活世界と承認問題」

（社会文化学会『社会文化研究 第 20 号』晃洋書房、2018 年 1月）など著書・著作多数。  

 
 

 

◆講演◆ 
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●コーディネーター：二通 諭（札幌学院大学人文学部人間科学科教授） 

 

《春の学習会》  

◆特別企画◆  １０時～１２時 15分 

           
「朝日のようにさわやかに ゲイ当事者が考える LGBTと学校教育」 

講師：満島てる子 さん 

オリンピック憲章には、＜性的指向による差別の禁止＞が明記されており、2020 年東京オリンピック・
パラリンピックのサプライヤー（納品業者）になる企業は、この条件を履行しなければなりません。昨今、＜
社内の同性パートナーを配偶者として指定できる＞、＜性別適合手術のために最大 60日間の有給休暇が取得
できる＞、＜同性婚カップルや事実婚カップルにも異性婚と同等に慶弔金、育児・介護休暇、傷病休暇などの
福利厚生を適用する＞という動きが出てきているのもこうした背景ゆえのことでしょう。東京都中野区では、
小学生のアクションによって、区立中学校の制服を性別に関係なく自由選択できるようになりました。スカー
ト、スラックスどちらでも選べるのです。この事実から、いまや、小学生にも「性的マイノリティ」や「トラ
ンスジェンダー」という言葉が浸透していることがわかりました。翻って、私たちも大人、教育関係者も不断
に学び、認識を高めていく必要があります。満島てる子さんのさわやかトークをとおしてバージョンアップを
図りましょう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

切り取り線 

道民教・春の学習会 2019参加申し込み      2019年    月    日  

氏名  
勤務先 

/所属 
 

住所（自宅） 

◆連絡先 

〒                         ◆TEL 

 

◆メールアドレス： 

参加日程 
（  ）全日程〈午前・午後通し〉   （  ）午後全て〈講演・講座〉 

（  ）全体講演のみ   （  ）講座のみ   （  ）午前・特別企画のみ 

参加希望

講座 

★参加したい講座に○をつけてください（当日の変更は可能です） 

（   ）１． 社会科 （   ）２． 国語・作文 （   ）３． トーク・集団の中で 

（   ）４．理科  （   ）５ 算数 

参加種別 教員・保育士・父母・学生・一般  （当てはまるところを○で囲んでください） 

●申込先：道民教● E-mail: ittetu@alpha.ocn.ne.jp  FAX: 011-374-3630 

●午前中の◆特別企画◆のみ参加される方は ５００円 
●午後の《春の学習会》にも参加される方は、午後の学習会

の資料代で◆特別企画◆にも参加できます。 

◆満島てる子さんの略歴◆ 

1990年、三重県桑名市で生まれる。北海道大学文学研究科思想文化学専攻修了の後、2017年より「７丁目のパウダールー

ム」に店長として就任。2018年から、札幌市にてレインボーパレードの開催を目指す団体「さっぽろレインボープライド」

の実行委員。性自認は男性、性指向は男性。世間で言う「ゲイ」の枠組みに入るが、日常的に女装をし、男女という二分

にとらわれないかたちで生活。大学院では主に古代ギリシア・ローマの文化や思想を研究。論文に「プラトン「場所」論

における現象の二側面」、近藤智彦氏との共訳に「アプロディシアスのアレクサンドロス『運命について』」など。副専攻

はジェンダークィア理論。2018年には北大シンポジウム『「LGBT」はどうつながってきたのか？』に、企画者・司会者と

して携わった。また、2015年から札幌にて「てるまゑ・ノヱビア」という芸名で、ドラァグクイーンとして活動開始。札

幌のみならず、本州にもパフォーマーとして出向し、LGBTのアンダーグラウンドな文化の担い手となるべく尽力。 

■資料代■ 
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